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比
叡
山
延
暦
寺
は
最
澄
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
、
円
密
禅
戒
の
総
合
仏
教
と
し
て
、
日
本
文
化
史
上
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
多
く
の
仏
教
者
は
、
叡
山
の
学
場
と
深
い
関
わ
り
を
も

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
良
忍
を
は
じ
め
と
し
て
、
法
然
・

栄
西

・
親
鷺

・
道
元

・
日
蓮
は
叡
山
で
修
学
し
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ
独
創
的
な
仏
教
を
構
築
し
た
。
わ
が
国
、
平
安
の
末
葉

に
は
、
貴
族
門

閥
の
勢
力
が
次
第
に
武
士
に
移
行
し
て
、
世
の
人
々
は
保
元

・
平
治
の
乱
の
様
相
を
し
て
、
末
法
到
来
の
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
末
法
濁
世
の
時
代
観
は
、
か
え

っ
て
真
摯
に
正
法
を
求
め
て
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
新
宗
教
運
動
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ

こ
で
、
日
本
臨
済
宗

の
始
祖
と
い
わ
れ
る
栄
西
も
叡
山
に
学
び
、
後
に
は
下
山
し
て
入
宋
し
、
臨
済
宗
の

一
派
で
あ

る
黄
龍
派
の
禅

を
伝
え
、
禅
宗
を
布
教
す
る
た
め
に
東
奔
西
走
の
活
躍
を
し
た
。
し
か
し
、
栄
西
の
思
想

・
信
仰
は
彼
の
著
し
た
多
く
の
著
作
を
み
て
も

分
か
る
よ
う
に
複
合
的
な
性
格
を
も

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
栄
西
の
仏
教
は
最
澄
仏
教
の
再
興
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
単
に
禅
宗

の

一
宗
だ
け
を
弘
通
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

栄
西
の
仏
教
思
想
は
総
合
的
で
あ
り
複
合
的
な
性
格
を
内
包
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
思
想
の
理
解
に
苦
慮
す
る
の
は
や
む
を
え
な
い

こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
彼

の
思
想
を
考
察
す
る
前
に
、
生
涯
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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二

虎
関
師
練
の

『元
亨
釈
書
』
第
二
巻
に
よ

っ
て
、
栄
西
の
伝
を
み
る
と
、
永
治
元
年
四
月
二
十
日
、
栄
西

(
=

四

一
-

一
二

一
五
)

　
　
　

は
、
備
中
国
吉
備
津
神
社
の
社
家
賀
陽
氏
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
八
歳
で
父
に
つ
い
て
、
倶
舎
頒
を
読
み
、
十

一
歳
の
と
き
、
同
国
安

養
寺
の
静
心
に
つ
い
て
、
寺
門
流
の
天
台
教
学
を
学
ん
だ
。
十
四
歳
の
と
き
、
比
叡
山
戒
壇
院
で
受
戒
し
、
こ
の
の
ち
静
心
の
法
兄
千
命

か
ら
虚
空
蔵
求
聞
持
法
を
授
か
り
、
し
ば
し
ば
霊
感
を
見
た
と
い
う
。
こ
の
千
命
か
ら
は
寺
門
流
の
台
密
の
潅
頂
を
受
け
て
い
る
。
比
叡

山

の
有
弁
に
つ
い
て
天
台
教
学
を
学
ん
で
い
る
。

栄
西
は
、
さ
ら
に
伯
書
の
大
山
の
基
好
か
ら
密
乗
の
薙
奥
を
学
ん
で
い
る
。
今
枝
愛
真
氏
は
、
基
好
に
つ
い
て

こ
の
基
好
は
、
そ
の
房
号
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
台
教
学
の
根
本
理
念
で
あ
る
円
頓
戒

・
止
観
業

.
遮
那
業

.
達
磨
禅
の

四
種
相
承
の
う
ち
、
と
く
に
禅
の
相
承
に
つ
い
て

一
見
識
を
も
っ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
、
山
門
の
教
学
に
対

し
て
批
判
的
な
立
場

を
と
っ
て
い
た
人
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
栄
西
は
こ
の
基
好
か
ら
台
密

の
潅
頂
を
受
け
、
み
ず
か
ら
葉
上
流
と

い
う
台
密
の
一
流
を
創
始
す
る
と
と
も
に
、
禅
に
つ
い
て
も
大
い
に
啓
発
さ
れ
、
日
本
天
台
の
進
む
べ
き
新
し

い
方
向
を
学
び
と
っ

　　
　

た

に

ち
が

い
な

い
。

と

い
わ

れ

て

い
る

。

こ

の
後

、

比
叡

山

に
も

ど

っ
た
栄

西

は
、

重

ね

て
顕

意

か
ら

台
密

の
潅

頂

を

う

け

て

い
る
。

栄

西

は
、

仁

安

三
年

(
一

一
六

八
)
四

月
、

商

船

に
乗

っ
て
入

宋

し

た
。

栄

西

の
第

一
回

入
宋

の
動

機

に

つ

い
て
、

『元

亨

釈
書

』
は
何

　　
　

も
述
べ
て
い
な
い
が
、
『本
朝
高
僧
伝
』
は

「細
二閲
大
蔵
訥
掩
レ関
八
載
、
常
聴
二支
那
禅
法
之
盛
」
寄
二
思
南
詞
ご

と
述
べ
て
、
宋
朝
禅

に
関
心
を
も
っ
て
入
宋
し
た
と
し
て
い
る
。
『興
禅
護
国
論
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
者
不
詳
の
序
に
よ
れ
ば

二
十
七
歳
在
二
伯
書
州
大
山
一勤
修

一
夏
、
偶
然
有
レ得
二
唐
本
法
華
経
の
則
自
以
為
、
渡
海
之
祥
。
遂
告
二
父
母
一而
赴
二筑
州
』
会
遇
二

　る
　

 宋
国
通
事
李
徳
昭
者
於
博
多
津
」
聞
二彼
地
禅
宗
之
盛
訥
発
二希
有
思
』
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と
入
宋
の
動
機
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
栄
西
の
入
宋
の
目
的
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
日
本
天
台
の
発
祥
地
で
あ
る
中
国
に
わ
た
り
、
宋

朝
仏
教
を
見
聞
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

栄
西
は
、
乾
道
四
年
五
月
、
四
明
を
出
発
し
て
丹
丘
に
赴
い
た
。
そ
こ
で
、
さ
き
に
入
宋
し
て
い
た
俊
乗
房
重
源
と
出
逢
い
、

一
緒
に

天
台
山
に
登
り
、
智
者
大
師
の
塔
を
参
拝
し
、
五
百
羅
漢
に
茶
を
供
養
し
て
、
明
州
に
も
ど
り
、
阿
育
王
山
の
仏
舎
利
塔
を
礼
拝
し
、
広

慧
禅
寺
の
知
客
に
あ
い
、
対
話
し
て
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
栄
西
と
広
慧
禅
寺
の
知
客
の
問
答
に
つ
い
て
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
に

時
年
二
十
八
、
会
遇
二
広
慧
寺
知
賓
之
僧
訥
興
レ
之
相
語
。
問
日
、
日
本
有
レ禅
寺
乎
。
西
日
、
我
邦
台
宗
始
祖
伝
教
大
師
、
延
暦
末
年

入
唐
、
伝
二台
密
禅
三
宗
』
今
台
密
盛
禅
滅
久
　
。
故
航
レ
海
来
、
不
レ知
得
否
。
知
賓
日
、
子
欲
レ究
二
祖
師
禅
の
拠
二
下
従
前
知
見
』

　ら
　

発
二
得
大
機
訥
精
励
積
レ年
、
自
然
有
二
契
当
分
』
西
聴
而
心
服
。

と
記
し
て
い
る
。

当
時
の
南
宋
の
仏
教
界
に
お
い
て
は
、
禅
宗
が
隆
盛
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
現
象
は
、
栄
西
に
と
っ
て
は
異
様
に
感
じ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
と
思
う
。
と
に
か
く
同
行
の
重
源
の
帰
国
の
す
す
め
に
よ

っ
て
、
栄
西
は
同
年
九
月
、
在
宋
六
カ
月
で
、
同
船
し

て
帰
国
し
た
。

栄
西

は
将
来
し
た
天
台
の
新
章
疏
三
十
余
部
六
十
巻
を
天
台
座
主
明
雲
に
献
呈
し
た
。

こ
の
第

一
回
の
入
宋
で
、
栄
西
が
学
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
、
多
賀
宗
隼
氏
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

第

一
に
、
禅
に
つ
い
て
み
る
に
、
宋
に
お
い
て
禅
の
流
行
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
、
禅

へ
の
強
い
関
心
を
か
き
た
て
ら
れ
た
。
そ
の

こ
と
が
や
が
て
帰
朝
後
の
日
本
の
、
す
な
わ
ち
叡
山
の
禅
の
研
究
の
緒
と
な

っ
た
。
『護
国
論
』
(宗
派
血
脈
門
第
五
)
に
、
「秋
に
及

ん
で
帰
朝
す
、
而
し
て
安
然
の

『教
時
諄
論
』
を
見
て
九
宗
の
名
字
を
知
り
、
又
智
証
の

『教
相
同
異
』
を
閲
し
て
山
門
相
承
の
巨

細
を
知
る
。
又
次
に
伝
教
大
師
の

『仏
法
相
承
譜
』
を
見
て
、
我
が
山
に
稟
承
あ
る
を
知
り
、
畜
念
や
ま
ず
、
二
十
年
を
経
た
り
」

と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
陸
の
禅
に
触
発
さ
れ
て
は
じ
め
て
叡
山
の
禅
に
注
目
し
、
そ
の
伝
統
の
深
く
長

い
こ
と
を
は
じ
め
て

知

っ
た
、
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
叡
山
に
学
ん
だ
栄
西
に
と

っ
て
今
更
の
感
あ
り
、
い
さ
さ
か
奇
異
で
あ
る
が
、
当
時
の
叡
山
の
教
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学
は
次
第
に
多
岐
に
わ
た
り
、
密
教
に
専
念
す
る
た
め
に
顕
教
を
か
え
り
み
ず

(覚
超

『三
密
料
簡
抄
』)
、
念
仏
に
専
ら
な
る
た
め

に
密
教
を
学
ぶ
に
逞
な
し

(源
信

『廿
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』)
と
い
っ
て
い
る
の
が
実
情
な
る
を
思
え
ば
、
必
ず
し
も
怪
し
む
を
要

し
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
叡
山
の
禅
の
伝
統
を
さ
ぐ

っ
て
、
安
然
ー
智
証
-
伝
教
と
遡

っ
て
い
る
の
は
、
叡
山
教
学
の
組
織
者

た
る
安
然
に
よ
っ
て
、

教
学
全
体
を
鳥
鰍
し
て
禅
の
位
置
を
知
り
、
そ
の
依

っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
て
智
証
に
至
り
、
そ
し
て
伝
教

に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

教
学
の
組
織
が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
栄
西
に
と
っ
て
も
当
時
の
人
に
と

っ
て
、
従

っ
て
栄
西
に
と

っ
て
も
当
然
の
、
禅
の
法
脈

の
学
習
の
順
序
態
度
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「畜
念
や
ま
ず
、
二
十
年
を
経
た
り
」
は
、
第

一
回
入
宋
帰
朝
後
第
二

回
入
宋
前
ま
で
の
年
月
を
さ
す
の
で
あ
り
、
従

っ
て
第
二
回
入
宋
が
右
の
如
き
準
備
と
目
的
と
の
も
と
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が

第

一
回
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
要
す
る
に
こ
の
二
十
年
間
に
禅
研
究
に
努

め
て
後
の
飛
躍
の
足

が
た
め
を
し
て
い
る
と
い
う
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

第
二
に
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
十
年
間
は
、
以
上
の
禅
と
な
ら
ん
で
、
し
か
も
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
密
教
の
研
究
と
修

行
と
の
時
期
で
あ

っ
た
。
左
に
の
べ
る
よ
う
に
、
帰
朝
後
の
六
-
七
年
間
は
、
故
郷
の
辺
り
の
寺
々
を
中
心
と
し
て
の
両
備
地
方
の

弘
法
活
動
に
費
や
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
専
ら
密
教
で
あ

っ
た
。
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
こ
の
時
期
の
密
教
信
仰
の
姿
を
今
日
に
ょ

く
伝
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
に
お
け
る
多
く
の
撰
述
で
あ
る
。

以
上
、
こ
の
二
十
年
間
の
栄
西
の
活
動
は
禅
と
密
教
と
二
つ
の
面
を
有
す
る
か
が
、
禅
は
な
お
準
備
段
階
に
あ
り
、
研
究
と
修
行

　　
　

実
践
の
主
力
は
密
教
に
注
が
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

栄
西
は
第

一
回
入
宋
以
後
、
再
び
入
宋
し
て
、
イ
ン
ド
に
赴
き
、
釈
尊
の
聖
蹟
に
建
て
ら
れ
た
八
大
塔
を
礼
拝
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な

っ
た
。
し
か
し
、
平
頼
盛
に
さ
と
さ
れ
て
、
そ
の
計
画
を
思
い
止
め
て
い
た
が
、
文
治
元
年

(
=

八
五
)
に
頼
盛
が
亡
く
な
る
と
、

栄
西
は
第
二
回
の
入
宋
を
く
わ
だ
て
文
治
三
年

(
一
一
八
七
)
夏
、

つ
い
に
南
宋
の
首
都
杭
州
に
渡

っ
た
。
そ
う
し

て
栄
西
は
知
府
按
撫
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侍
郎

に
謁
見
し
て
、
陸
路
で
イ
ン
ド
に
行
く
許
可
を
願

い
出
た
。
だ
が
、
北
方
民
族
に
よ
っ
て
西
域
地
方
は
支
配
さ
れ
て
い
て
塞
外
に
出

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
栄
西
は
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
船
主
に
促
さ
れ
て
帰
国
し
よ
う
と
し
て
、
洋
上
に
出
て
逆
風
の
た

め
に
三
日
目
に
温
州
の
瑞
安
県
に
吹
き
も
ど
さ
れ
た
。
栄
西
は
、
十
数
人
と
共
に
赤
城
に
向
い
、
天
台
山
万
年
寺
の
虚
庵
懐
敷
に
謁
し
た
。

虚
庵

は
黄
龍
派
第
八
世
の
嫡
孫
で
あ
る
。
『元
亨
釈
書
』
は
、
虚
庵
と
栄
西
の
問
答
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

庵

問
日
、
伝
聞
日
本
密
教
甚
盛
。
端
悦
宗
趣

一
句
如
何
。
対
日
、
初
発
心
時
、
即
成
二正
覚
の
不
レ動
二
生
死
訥
而
至
二浬
葉
司
庵
慰
誘

　　

日
、
如
二
子
言
一興
二我
宗

一
一
般
。

こ
れ
よ
り
後
、
栄
西
は
心
を
尽
く
し
て
虚
庵
に
参
じ
た
。

の
ち
に
虚
庵
は
天
童
山
の
二
十
三
世
住
持
に
な
っ
た
の
で
、
栄
西
も
こ
れ
に
随

従
し
、
三
年
余
り
の
間
、
参
禅
し
て
遂
に
印
可
さ
れ
て
黄
龍
の
禅
を
相
承
し
た
。
こ
れ
は
紹
煕
二
年

(
=

九

一
)
の
こ
と
で
あ
り
、
虚

庵
は

こ
の
こ
と
を
証
す
る
た
め
に
、
僧
伽
梨

・
柱
杖

・
白
払

・
坐
具

・
応
量
器

・
仏
祖
嫡
承
図

・
道
号
等
を
栄
西
に
与
え
て
法
信
と
し
た
。

こ
う
し
て
、
栄
西
は
在
宋
五
年
の
参
学
を
終
え
て
、
建
久
二
年

(
=

九

一
)
秋
、
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
栄
西
は
明
州
慶
元
府

に
行
き
、
宋
人
楊
三
綱
の
商
船
に
乗

っ
て
、
肥
前
平
戸
の
葦
浦
に
帰
着
し
た
。
戸
部
侍
郎
清
貫
は
筑
前
に
富
春
庵
を
創
め
て
、
栄
西
を
迎

え
、
本
邦
最
初
の
禅
宗
様
の
規
式
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

つ
い
で
建
久
三
年
、
栄
西
は
香
椎
宮
の
側
に
建
久
報
恩
寺
を
ひ
ら
き
、
建
久
六
年
に
は
博
多
に
聖
福
寺
を
開

い
て
、
禅
化
を
盛
ん
に
す

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
箱
崎
の
良
弁
は
栄
西
の
禅
化
を
嫉
ん
で
、
叡
山
僧
徒
を
動
か
し
て
朝
廷
に
訴
え
、
栄
西
の
追
放
を
図

っ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
建
久
五
年
七
月
五
日
、
朝
廷
は
栄
西
や
能
忍
な
ど
の
禅
宗
布
教
の
停
止
を
し
た
。
『百
練
抄
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

七
月
五
日
甲
子
、
入
唐
上
人
栄
西
、
在
京
上
人
能
忍
等
、
令
レ
建
二
立
達
磨
宗
一之
由
風
聞
、
可
レ被
二
停
止
一之
旨
、
天
台
宗
僧
徒
奏
聞

　
　
ね

云
々
、
可
レ
従
二停
止

一趣
被
一』
旦
下
一云
々
。

と
こ
ろ
が
、
栄
西
が
再
度
入
宋
し
た
こ
ろ
か
ら
、
大
日
房
能
忍
が
摂
津
国
水
田
三
宝
寺
に
お
い
て
禅
法
を
広
め
達
磨
宗
と
称
し
た
。
彼
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の
禅

の
修
行
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
能
忍
は
受
法
の
証
明
を
す
る
た
め
、
文
治
五
年

(
一
一
八
九
)
に
弟
子
二
人
を
宋
に
派
遣
し
大

慧
派

の
拙
奄
徳
光
に
対
し
て
、
書
を
通
じ
て
そ
の
境
地
を
示
し
、
印
可
と
達
磨
像
の
著
賛
を
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
信
を
持

っ
た
の
は

当
然

で
あ
る
。
叡
山
側
の
能
忍
に
対
す
る
非
難
は
、
能
忍
が
天
台
教
学
を
否
定
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
栄
西
は
、
天
台
教
学
の
四
種
相
承

の
う
ち
、
禅
に
限

っ
て
南
宋
の
黄
龍
派
の
禅
と
取
り
換
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
天
台
教
学
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の

立
場
も
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
能
忍
と
同
類
の
も
の
と
し
て
弾
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
建
久
六
年
に
な
っ
て
、
朝
廷
で
は
摂
政
関
白
九
条
兼
実
に
詔
し
て
、
栄
西
の
弁
明
を
徴
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
兼
実
は
、

高
階
仲
資
と
藤
原
宗
頼
を
し
て
、
栄
西
の
主
張
を
聞
か
せ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
禅
は
な
に
も
今
に
始
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て

日
本
天
台
の
開
祖
最
澄
も
、
『内
証
仏
法
相
承
血
脈
』
の
中
で
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
最
初
は
、
達
磨
が
イ
ン
ド
か
ら
伝
え
た
仏
法
で

あ
る
。
か
の
箱
崎
の
良
弁
は
無
知
の
た
め
、
台
徒
を
誘

っ
て
自
分
を
訴
え
た
が
、
も
し
禅
宗
が
非
な
ら
ば
伝
教
も
非
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

伝
教

が
非
な
ら
ば
、
台
教
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
最
澄
の
思
想
も
理
解
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
で
は
な
い
か
、

と
栄
西
は
逆
襲
し
た
。
こ
の
正
論
に
は
、
天
台

の
識
者
も
沈
黙
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
『元
亨
釈
書
』
は
、
こ
の
こ
と
を
次
の
よ

う

に
記
し
て
い
る
。

六
年
詔
二
藤
相
国
一召
二
西
府
裏
一以
二主
当
令
仲
資
一徴
問
。
尚
書
左
丞
宗
頼
預
聞
。
西
排
二
斥
偽
党

一挙
二唱
真
乗
』
詞
弁
漢
然
冠
櫻
聾
レ

聴
。
西
日
、
我
禅
門
者
非
二
特
今
始
有

フ
之
。
昔
叡
山
伝
教
大
師
嘗
製
二
内
証
仏
法
相
承
血
豚

一
巻
の
其
初
乃
我
達
磨
西
来
之
禅
法
也
。

彼
良
弁
昏
愚
無
知
引
二
台
徒
一謳
レ我
。
禅
宗
若
非
伝
教
亦
非
、
伝
教
若
非
台
教
不
レ立
、
台
教
不
レ立
台
徒
宣
拒
レ我
乎
。
甚
　
其
徒
之

　　
　

闇
二
其
祖
意
[也
。
子
レ時
台
宗
有
識
之
者
以
二
西
言

一為
レ善
因
レ
是
。

そ
こ
で
天
台
衆
徒
が
正
統
と
認
め
る
禅
は
、
最
澄
が
衛
然
よ
り
相
承
し
た
牛
頭
禅
で
あ
っ
た
。
栄
西
の
伝
え
た
禅
は
南
宋
の
黄
龍
派
の

禅

で
あ

っ
て
、
異
端
視
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
天
台
衆
徒
の
誤
解
を
解
消
す
る
こ
と
と
、
能
忍
の
達
磨
宗
と

一
線
を
画
す
る
た

め
に

『興
禅
護
国
論
』
を
建
久
九
年
に
著
し
た
。
そ
の
後
、
栄
西
は
叡
山
の
弾
圧
を
さ
け
る
た
め
、
京
都
の
布
教
活
動
を
中
断
し
て
、
新
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天
地
を
鎌
倉
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

三

鎌
倉
に
下
向
し
た
栄
西
は
、
『吾
妻
鏡
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
幕
府
に
信
頼
を
え
て
布
教
活
動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
以
前
の
禅
宗

布
教
と
は
異
質
な
密
教
僧
と
し
て
の
活
動
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
今
枝
愛
真
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『吾
妻
鏡
』
に
み
え
る
栄
西
の
鎌
倉
に
お
け
る
行
状
の
な
か
に
は
、
不
思
議
に
も
、
純
粋
な
禅
宗
行
事
が
ま

っ
た
く

み
ら
れ
な
い
こ

と
に
誰
し
も
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
『興
禅
護
国
論
』
を
著
す
ま
で
に
み
ら
れ
た
栄
西
の
性
格
と

一
見
矛
盾
す
る
か
の
よ
う

に
思
わ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、
宋
朝
伝
来
の
異
国
情
緒
ゆ
た
か
な
宋
朝
禅
を
十
分
咀
囎
で
き
る
ほ
ど
、
当
時
の
鎌
倉

武
士
が
知
的
に
洗
練
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
け

っ
し
て
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
新
文
化
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
実
際

に
は
、
な
お
旧
態
依
然
た
る
天
台
密
教
風
の
祈
疇
仏
事
が
主
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

(10
)
う
。

そ
こ
で

『吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
る
栄
西
に
関
す
記
事
を
以
下
に
列
記
す
る
。

正
治
元
年
九
月

六
日
乙
夘
、
於
二
幕
府
一被
レ
供
二養
不
動
尊

一
躰
の
導
師
葉
上
房
律
師
栄
西
。
布
施
被
物
五
重
。
襲
物
五
。
馬

一
疋
也
。
是
於
二南
都
司

　む

日
来
被
二
造
立
の
爲
二掃
部
頭
親
能
沙
汰
の
去
比
奉
レ
召
二
下
之
一云
云

正
治
二
年
正
月

十
三
日
庚
子
。
晴
。
入
レ夜
雪
下
。
殆
盈
レ
尺
。
坑
飯
。

修
二仏
古
又の
北
條
殿
以
下
諸
大
名
群
参
成
レ市
。
佛
。
土
肥
弥
太
郎
沙
汰
也
。
迎
二
故
幕
下
将
軍
周
関
御
忌
景
』
於
二彼
法
花
堂
の
被
レ

給
像
繹
迦
三
尊

一
鋪
。
阿
字

一
鋪
。
(以
二
御
台
所
御
除
髪
の
被
レ
奉
レ縫
レ
之
。)
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纒
。
金
字
法
華
経
六
部
。
摺
写
五
部
大
乗
経
。
導
師
葉
上
房
律
師
栄
西

請
僧
十
二
口

布
施

唱
導
師

錦
被
物
十
重

　ね
　

廿
重

帖
絹
百
疋

染
絹
百
端

綿
千
両

糸
二
千
両

白
布
百
端

紺
布
百
端

藍
摺
二
百
端

鞍
置
馬
十
疋

綾
被
物

正
治
二
年
二
月

十
三
日
已
亥
。
晴
。
亀
谷
地
被
レ寄
附
葉
上
房
律
師
栄
西

(後
昇
二
僧
正
一)
可
レ
為
二
清
浄
結
界
團

地
之
一由
被
二仰
下
。
午
剋
。
結
衆
等

行
道
其
地
の
施
主
監
臨
給
。
所
右
衛
門
尉
朝
光
供
二奉
御
輿
』
義
清
構
二假
屋
一儲
二
珍
膳

一云
々
未
剋
。
堂
舎

(寿
福
寺
也
)
営
作
吏
始

　お
　

也
。
善
信
。
行
光
等
奉
二
行
之
』

正
治
二
年
七
月

六
日
庚
申
。
尼
御
台
所
於
二京
都

一被
レ
図
二十
六
羅
漢
像
』
佐
々
木
左
衛
門
尉
定
綱
調
二進
之
の
今
日
到
来
。
御
拝
見
後
。
令
レ奉
レ送
二

　ぬ
　

葉
上
房
之
寺
一給
云
々

建
仁
二
年
二
月

廿
九
日
甲
辰
。
壊
二渡
故
大
僕
卿
義
朝
沼
濱
御
奮
宅
於
鎌
倉
の
被
レ寄
二
附
干
栄
西
律
師
亀
谷
寺
』
行
光
奉
二行
之
』
此
事
。
当
寺
建
立

最
初
。
錐
レ有
二
其
沙
汰
』
僅
爲
二彼
御
記
念
』
幕
下
将
軍
殊
被
レ修
二復
其
破
壊
』
暫
不
レ可
レ有
二
顛
倒
儀

一之
由
。
被
レ定
之
塵
。
僕
卿
入
二

　ま

干
尼
台
所
[團

夢
中
』
被
レ示
云
。
吾
常
在
二
沼
濱
亭
司
而
海
辺
極
レ
漁
。
壊
レ之
令
建
二
立
干
寺
中
の
欲
得
三
ハ
楽

一云
々

建
仁
三
年
九
月

二
日
丁
夘
…
…
午
剋
。
大
官
令
退
出
。
遠
州
於
二
此
御
亭
の
令
レ
供
二養
薬
師
如
来
像

一(日
来
奉
レ造
レ
之
)給
。
葉
上
律
師
爲
二
導
師
』
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尼
御
台
所
爲
二御
結
縁
の
可
レ
有
二
入
御

一云
々

元
久
元
年
二
月

　ぜ

廿

八
日
壬
戌

・
今
日
。
御
逆
修
結
願
也
。
導
師
寿
福
寺
方
丈
。

元
久

二
年
五
月

　
　
　

廿
五
日
壬
午
。
於
二
営
中
の
被
レ
供
二養
五
字
文
殊
像
の
導
師
寿
福
寺
長
老
云
々
。

承
元

四
年
九
月
。

　む
　

廿
五
日
已
酉
。
御
本
尊
五
字
文
殊
像
更
被
レ遂
二
供
養
』
導
師
寿
福
寺
方
丈
。
此
儀
五
十
度
可
レ被
レ
行
之
由
。
有
二御
願

一云
々

建
暦
元
年
十
月

十
九
日
丁
酉
。
晴
。
午
剋
。
於
二永
福
寺

一被
レ供
養
宋
本

一
切
経
五
千
余
巻
の
曼
陀
羅
供
。
大
阿
闊
梨
葉
上
坊
律
師
栄
西
。
讃
衆
三
十

　
ね
　

口
。
題
名
僧
百
口
也
。
将
軍
家
御
車
御
出
。
行
村
奉
二
行
之

一

建
暦
元
年
十
月

廿

二
日
庚
子
。
晴
。
伊
賀
守
朝
光
。
永
福
寺
之
傍
。
建
二
立

一
梵
宇
司
今
日
遂
二供
養
の
導
師
葉
上
房
律
師
。
讃
衆
八
人
。
相
州
井
室

　ね
　

家
。
匠
作
等
渡
御
。
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建
暦
元
年
十
二
月

　の
　

廿
五
日
芙
酉
。
於
二御
持
佛
堂
』
有
二例
文
殊
供
養
の
導
師
葉
上
房
律
師
栄
西
也
。
広
元
朝
臣
取
二
布
施
一云
々

建
暦
元
年
十
二
月

廿
八
日
丙
子
。
将
軍
家
明
年
依
レ相
当
太

一
定
分
御
厄
』
今
日
被
レ行
二
御
祈
等
』
葉
上
房
律
師
栄
西
。
定
豪
法
橋
。
隆
宣
法
橋
等
奉

二

　お
　

仕
之
の
又
親
職
。
泰
貞
勤
二
天
曹
地
府
祭
一。
武
州
沙
二
汰
之
一給
。

建
暦
二
年
六
月

　　
　

廿
日
甲
午
。
将
軍
家
渡
御
寿
福
寺
』
自
二
方
丈
手
【令
レ相
二
伝
仏
舎
利
三
粒

一給
云
々

建
保
元
年
六
月

二
日
辛
未
。
晴
圏

圃
今
日
寿
福
寺
長
老
栄
西
。
自
二
京
都
一参
着
。
日
来
所
二
望
大
師
号
』
去
月
三
日
有
二
議
定
の
存
生
大
師
号

古
又・
本
朝
依
レ無
二
先
聡

同
四
日
被
レ
任
一権

僧
正
無

因

図
.茄
.

建
保
二
年
二
月

四
日
巳
亥
。
晴
。
将
軍
家
聯
御
病
悩
。
諸
人
奔
走
。
但
無
二殊
御
古
又の
是
若
去
夜
御
淵
酔
余
気
欺
。
愛
葉
上
僧
正
候
二
御
加
持

一之
庭
。

聞
此
古
又の
称
二良
薬
4
自
二
本
寺

一召
二
進
茶

一
蓋
一。
而
相
二
副

一
巻
書
一令
レ献
レ
之
。
所
レ誉
二茶
徳

一之
書
也
。
将
軍
家
及
二
御
感
悦

一

(26
)

云
々
。
去
月
之
比
坐
禅
余
暇
書
一
出
此
抄

之
由
申
レ
之
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建
保
二
年
六
月

馳

三
日
丙
申
。
舞
。
諸
国
愁
二
炎
旱
司
侃
将
軍
家
嘱
二
葉
上
僧
正
』
爲
二祈
雨
一持
二
八
戒
の
韓
二
読
法
花
経
一給
。
相
州
已
下
。
鎌
倉
中
綴
素

　れ
　

貴
賎
読
二
訥
心
経
の

一
心
潔
信
而
被
レ致
二
精
勤
之
誠

一也
。

建
保
二
年
七
月

　　

一
日
甲
子
。
舞
。
以
二
民
部
大
夫
行
光
一爲
二御
使
』
可
レ
爲
二
大
慈
寺
供
養
導
師

一之
由
。
被
レ
仰
二葉
上
僧
正
一云
々

建
保
二
年
七
月

廿
吉

庚
卑

終
日
甚
雨

今
見

大
倉
大
慈
寺
奪

供
養
塊

量

尼
御
ム・所
御
卑

渡
・御
婆

午
穐

醤

轟

身
御

出
。
供
奉
人
行
列
…
…
…
中
略
…
…
-
・

到
二
寺
門
4
税
二
御
車
認
右
馬
権
頭
参
圏

献
二
御
沓
の
御
堂
上
之
後
。
導
師
葉
上
僧
正
栄
西
率
二伴
僧
廿
口
一参
入
。
有
二
供
養
之
儀
』
其

　の
　

後
。
及
レ
晩
被
レ引
御
布
施
。
被
物
三
十
重
。
御
馬
二
十
疋
也
。

建
保
二
年
十
月

　　

十
五
日
丙
午
。
於
二
大
慈
寺
4
葉
上
僧
正
始
二行
舎
利
会
4

建
保
三
年
六
月

五
日
癸
亥
。
[圏
。
寿
福
寺
長
老
葉
上
僧
正
栄
西
入
滅
。
依
二
痢
病
一也
。
称
二
結
縁
勾
鎌
倉
中
諸
人
群
集
。
遠
江
守
爲
二
将
軍
家
御
使
』

　　
　

硅
終
焉
之
劒
云
々
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こ
う
し
て
、
栄
西
は
台
密
の
祈
薦
僧
と
し
て
鎌
倉
幕
府
の
帰
依
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
建
仁
二
年

(
一
二
〇
二
)
に
将
軍
頼
家
は
、

幕
府
の
直
轄
領
で
あ
る
六
波
羅
の
北
端
に
建
仁
寺
を
創
建
し
、
栄
西
を
そ
の
開
山
に
迎
え
た
の
で
あ
る
。
翌
年
六
月
に
は
、
頼
家

の
奉
請

し
た
宣
旨
に
よ
り
。
建
仁
寺
は
台
密
禅
の
三
宗
を
備
え
た
延
暦
寺
末
の
天
台
寺
院
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
に
栄
西
は
寺
内
に
真

言
院
と
止
観
院
を
併
設
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
、
宋
朝
禅
だ
け
行
な
う
道
場
で
は
な
く
、
従
来
の
天
台
教
団
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
栄
西
は
鎌
倉
幕
府
の
支
持
を
え
て
京
都
に
教
線
を
は
っ
た
が
、
叡
山
と
の
対
立
は
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

四

栄
西
は
第

一
回
入
宋
の
前
に
、
す
で
に
禅
に
つ
い
て
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
は

『興
禅
護
国
論
』
に
、
広
慧

寺
知
客
禅
師
に
遇

っ
た
と
き
、

　お
　

我
国
祖
師
伝
レ禅
帰
朝
。
其
宗
今
遺
欠
、
予
懐
レ興
レ
廃
故
到
レ
此
。
願
開
二
示
法
旨
』
其
禅
宗
祖
師
達
磨
大
師
伝
法
偶
如
何
。

と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
禅
は
あ
く
ま
で
も
四
宗
兼
学
の
う
ち
に
お
け
る
禅
で
あ

っ
た
。

栄
西
は
帰
朝
後
に
、
安
然
の

『教
時
謡
論
』
に
よ

っ
て
禅
宗
を
加
え
た
九
宗
の
名
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
智
証
大
師

の

『教
相
同
異
』

に
よ

っ
て
禅
宗
が
入
唐
求
法
の
大
師
た
ち
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
知

っ
て
、
そ
の
確
信
を
も

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

彼
は
第
二
回
の
入
宋
で
は
、
天
台
山
の
万
年
寺
に
お
い
て
虚
奄
懐
倣
に
参
禅
し
、
臨
済
宗
黄
龍
派
の
印
可
を
受
け
、
四
分
戒
と
菩
薩
戒

を
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
栄
西
は
帰
朝
後
に
本
格
的
に
禅
学
研
究
に
専
念
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
禅
学
研
究
の
歴
史
が
、
『興
禅
護
国

論
』
の

「第
四
古
徳
誠
証
門
」
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
門
で
い
う
こ
と
は
、
古
来
の
有
徳
者
が
こ
の
禅
宗
を
修
し
た
こ
と
の
証
拠
と

し

て
、
十
項
の
証
拠
を
述

べ
て
い
る
。

　
　
　　
　

一
者
聖
徳
太
子
伝
、
並
伝
教
大
師

一
心
戒
中
巻
云
、
陳
南
岳
思
禅
師
、
値
二
遇
達
磨
大
仏

一蒙
二
教
示
一云
々
。
又
天
台
観
心
論
奥
批
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　お
　

云
、
嵩
山
少
林
寺
大
師
、
以
二
禅
法

一伝
二
授
南
岳
思
禅
師
訥
禅
師
以
二
此
禅
法
訥
伝
二
授
天
台
智
者
禅
師
一云
々

　あ

　

二
者
智
者
禅
師
、恒
修
二此
禅
一諦
二
法
華
経
訥
至
二
是
真
精
進
是
名
真
法
供
養
如
来
訥
忽
然
大
悟
、自
見
二
霊
山

一
会
霰
然
未
散
一云
々

　み
　

三
者
二
祖
巳
下
、
至
レ
今
二
十
五
代
、
天
下
行
レ之

　あ
　

四
者
従
二後
漢

一至
レ
唐

一
十
八
代
、
翻
経
三
蔵
二
百
余
人
、
或
道
或
俗
多
訳
二禅
要
法
門
一云
々

　　

五
者
唐
道
踏
、
来
二
日
南
京
訥
以
二
此
禅
法
}付
二属
行
表
和
上
一云
々

　お
　

六
者
日
本
伝
教
大
師
、
於
二南
都
一初
聞
二
此
宗
」
終
渡
レ
海
到
二
天
台
山
修
禅
寺
訥
稟
二
受
牛
頭
山
之
流
一、
乃
至
諮
然
大
悟
云
々

　み
　

七
者
慈
覚
大
師
、
常
修
二
此
禅

一　
、
在
唐
之
日
発
願
日
、
帰
朝
建
二
立
禅
院
「云
々

　れ
　

八
者
智
証
大
師
釈
宗
体
云
々

　
む
　

九
者
安
然
和
尚
釈
二
禅
旨
帰

一云
々

十
者
大
宋
見
レ
行
有
二禅
苑
清
規

一
部
十
巻
」
取
レ
要
言
レ之
、

一
代
五
時
諸
経
律
論
、
皆
是
仏
禅
之
旨
帰
也
。
仏
之
威
儀
行
住
坐
臥
併

お
　

禅
意
也
。
経
云
、
常
在
二
禅
定
一悲
二
慰
衆
生

一云
云
。
是
即
誠
証
而
已
。



栄西の仏教思想にっいて42

こ
の
十
項
の
中
の
第
三
項
は
、
二
祖
慧
可
よ
り
以
後
栄
西
に
至
る
禅
宗
の
伝
法
の
系
譜
を
示
し
、
二
十
五
代
は
栄
西
に
あ
た
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
項
は
、
栄
西
の
禅
者
と
し
て
の
自
負
を
、
暗
に
表
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
栄
西
の
主
張
す
る
禅
宗
に
つ
い
て
、
そ
の
禅
思
想
を

『興
禅
護
国
論
』
の
上
に
見
て
い
こ
う
と
思
う
。
栄
西
は
禅
宗
を
定
義

し
て
、愛

西
来
大
師
鼓
二
樟
南
海
訥
杖
二錫
東
川
一以
降
、
法
眼
逮
二
高
麗
訥
牛
頭
迄
二
日
域
の
学
レ之
諸
乗
通
達
、
修
レ之

一
生
発
明
。
外
打
二
浬

　お
　

る

葉
扶
律
訥
内
併
二
般
若
智
慧
訥
蓋
是
禅
宗
也
。

と

い
っ
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
、
菩
提
達
磨
に
よ
っ
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
禅
は
、
高
麗

・
日
本
ま
で
ひ
ろ
ま

っ
た
。
仏
教
の
い
っ
さ
い

の
法
門
は
こ
の
禅
を
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
達
し
、
こ
の
禅
を
修
し
て

一
生
の
間
に
明
ら
か
に
な
し
え
た
。
『浬
藥
経
』
に
智
慧
を
心
に

悟
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
外
面
的
に
は
持
戒
し
、
内
面
的
に
は
般
若
を
得
る
の
が
禅
宗
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

栄
西
は
、
こ
の
禅
宗
は
諸
教
の
極
理
、
仏
法
の
総
府
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
、
禅
宗
の

一
宗
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
次
の

よ
う
に
い
つ
て
い
る
。

問
日
、
或
人
云
、
禅
者
諸
宗
通
用
法
也
。
何
建
二立
別
宗

一耶
。
答
日
、
以
二
通
用
法
一立
二別
称
訥
又
以
二
一
法
一爲
二
両
分
訥
其
例
不
レ

一
　
。
所
謂
律
儀
者
、
錐
レ爲
二
通
用
法
」
而
今
立
二律
宗
一乎
。
比
丘
戒
者
、
錐
レ
無
二
別
途
訥
而
五
天
分
二
五
部
一也
。
三
蔵
錐
二
一
途

法
訥
而
分
二十
八
部
の
中
論
直
談
二
一
実
諦
訥
而
爲
二
三
論
天
台
二
宗
之
依
懸
一也
。
真
言
偏
秘
密
乗
、
而
置
二東
寺
天
台
両
門
一。
何
況

　む
　

禅
宗
諸
教
極
理
仏
法
総
府
。
別
二
立

一
宗

一無
レ
妨
欺
。

さ
ら
に
禅
宗
は
八
宗
の
な
か
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
。
こ
の
禅
宗
の
特
質
は
、
『金
剛
般
若
経
』、
『維
摩
経
』
を
所
依
と
し
、
即
心
是
仏

を
宗
と
し
、
心
に
執
着
す
る
こ
と
の
な
い
の
を
修
業
と
し
、
諸
法
は
空
で
あ
る
こ
と
を
義
理
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
仏
世
か
ら
衣
鉢
を
授

受
し
て
師
資
相
承
し
て
い
る
と
こ
に
あ
る
と
い
う
。

問
、
彼
禅
宗
爲
二
是
何
宗
』
答
、
其
宗
非
二
八
宗
摂

一也
。
問
、
其
宗
教
相
如
何
。
答
、
禅
宗
金
剛
般
若
経
維
摩
経
爲
二
所
依
訥
即
心
是
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　ま

仏
爲
レ宗
、
心
無
二所
着

一爲
レ業
、
諸
法
空
爲
レ義
。
始
自
二
仏
世
～衣
鉢
授
受
、
師
資
相
承
更
無
二
異
途
訥
具
出
二
伝
記

一者
也
。

あ
る
人
が
い
う
の
に
、
禅
宗
に
不
立
文
字
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
怠
け
者
が
聖
教
を
学
ば
な
い
で
よ
い
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
で
は
か
え

っ
て
仏
法
を
滅
す
る
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
非
難
に
答
え
て
、
栄
西
は

『観
仏
三
昧
経
』
の
経
説
を
引
い
て
三
法
の
修
学
を
述
べ
て
い

る
。
こ
の
禅
宗
は
、
学
と
し
て
は
釈
尊

一
代
の
教
法
に
亘
り
、
行
は
六
度
の
徳
目
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。
禅
宗
が
即
心
是
仏
と
い
っ
て
、

聖
教
を
学
び
知
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
と
答
え
て
い
る
。

問
日
、
或
人
云
、
此
宗
言
二
不
立
文
字

一者
、
獺
惰
輩
不
レ
学
二
聖
教

一而
還
滅
二仏
法
』
答
日
、
観
仏
三
昧
経
云
、
欲
レ
観
二如
来
訥
未
来

世
中
諸
弟
子
等
、
応
レ修
二
三
法
』

一
者
諦
二
修
多
羅
甚
深
経
曲
ハ訥
二
者
浄
二持
禁
戒
一威
儀
無
レ犯
、
三
者
繋
念
思
惟
心
不
二散
乱

一文
。

是
故
此
宗
学
亘
二
八
蔵
」
行
兼
二
六
度
一者
也
。
若
二言
禅
宗
即
心
是
仏
訥
而
不
レ伺
二教
跡
一者
、
何
異
三夜
当
レ暁
而
未
レ明
除

レ燭
堕
二瞼
岨
一

琢

妬
.

栄
西
は
、
禅
の
参
究
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
三
種
の
立
場
が
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
そ
の
第

一
は
約
教
分
で
あ
る
。

初
約
教
分
者
、
謂
諸
教
也
。
鈍
根
人
先
伺
二諸
教
諸
宗
之
妙
義
訥
学
二禅
之
旨
帰
訥
爲
二
修
入
之
方
便

一也
。
宗
鏡
録
引
二
六
十
部
経
論
」

　れ
　

悪
二
三
宗
妙
義
」
註
二
三
百
余
家
語
句
訥
以
釈
二宗
旨

一是
也
。

第

二
は
約
禅
分
で
あ
る
。

　　
　

次
約
禅
分
者
、
謂
仏
禅
也
。
不
レ拘
二
文
字
一不
レ繋
二
心
思
訥
是
故
離
二心
意
識
一参
、
出
二
凡
聖
路
}学
。
是
約
二
最
上
利
根
人
一也
。

第
三
は
約
総
相
で
あ
る
。

三
約
総
相
者
、
謂
云
レ教
云
レ禅
、
但
有
二名
字
4
云
レ参
云
レ学
、
亦
是
仮
名
、
我
人
衆
生
乃
至
菩
提
浬
藥
、
皆
亦
名
字
。
実
無
二
所
有
司

仏
所
説
法
亦
是
名
字
、
実
無
二所
説
司
是
故
禅
宗
離
二文
字
相
「離
二
心
縁
相
訥
不
可
思
議
畢
寛
不
可
得
。
所
謂
仏
法
者
、
無
二
法
可

一レ

お
　

説
、
是
名
二
仏
法
司
今
謂
禅
者
即
其
相
也
。

こ
れ
ら
の
三
種
の
禅
の
立
場
に
お
い
て
、
第

一
の
約
教
分
は
学
解
的
な
禅
の
把
握
を
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
約
禅
分
は
体
験
的
な
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禅

の
把
握
を
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
第
三
の
約
総
相
は
実
証
的
な
禅
の
把
握
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
古
田
紹
欽
博
士
は
次
の
よ
う
に

い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
一
門
は
こ
と
に
栄
西
が
自
ら
に
究
め
た
参
禅
体
験
の
深
さ
と
、

一
大
碩
学
で
あ

っ
た
豊
富
な
学
識
と
を
偲
ば
せ
、
縦
横
に
張

っ

た
論
陣
に
見
る
説
得
力
に
は
、
難
渋
な
文
体
な
が
ら
読
む
も
の
を
し
て
感
銘
を
覚
え
し
め
な
い
も
の
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
禅
の

一
宗

を
標
榜
す
る
に
つ
け
て
も
約
総
相
的
立
場
を
取

っ
て
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
往
々
に
し
て
世
間
の
談
論
は
実

に
益
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
教
法
の
諄
論
に
し
て
こ
れ
ま
た
同
じ
で
あ
り
、
「教
と
云
ひ
禅
と
云
ふ
も
、
但
だ
名
字
有
る
の
み
」
で
あ

る
の
に
、
当
時
教
だ
の
禅
だ
の
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
無
益
の
論
が
、
世
間
に
あ

っ
て
も
出
世
間
に
あ

っ
て
も
あ

っ
た
こ
と
を
思
う

　
　
　

と
、
栄
西
の

「約
総
相
」
に
は
重
要
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

栄
西
は
、
今
い
う
禅
宗
と
は
清
浄
如
来
禅
で
、
三
学
宗
と
い
う
名
称
は
な
い
。
梁
朝
に
達
磨
が
禅
宗
を
中
国
に
伝
え
て
以
来
、
禅
宗
は

た
だ
禅
宗
と
号
し
、
そ
の
外
に
別
称
も
な
く
、
異
流
に
よ
る
名
称
も
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

　き

今
之
禅
宗
者
清
浄
如
来
禅
也
。
無
二
三
学
名
字

一、
梁
朝
巳
来
只
号
二禅
宗
一而
巳
、
更
無
二
別
号
一無
二異
轍

一　
。

ま
た

『入
樗
伽
経
』
を
引
い
て
、
禅
宗
は
こ
の
経
に
説
く
第
四
の
如
来
清
浄
禅
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

又
樗
伽
経
有
二
四
種
禅
の

一
愚
夫
所
行
禅
、
二
観
察
相
義
禅
、
三
華
縁
如
実
禅
、
四
如
来
清
浄
禅
。
謂
下
入
二如
来
地

一行
中
自
覚
聖
智
相
P

　の
　

是
禅
相
也
。

栄
西
は
、
こ
の
禅
を
末
世
の
根
器
の
微
弱
な
諸
子
に
す
〉
め
て
、
直
道
の
縁
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
少
聞
薄
解
の
も
の

で
あ

っ
て
も
、
大
鈍
小
智
の
も
の
で
あ

っ
て
も
、
も
し
専
心
に
坐
禅
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
仏
道
を
究
め
る
で
あ
ろ
う
と

い
っ
て
い
る
。

方
今
以
二
此
禅
訥
欲
下
勧
二
末
世
稚
子
訥
而
爲
中
直
道
之
縁
上
　
。
錐
レ
云
二少
聞
薄
解
之
輩
訥
錐
レ
云
二大
鈍
小
智
之
類

一、
若
専
心
坐
禅
、

れお
　

則
必

得

レ
道

。
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五

次

に
栄
西
の
戒
律
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
彼
は

『興
禅
護
国
論
』
の

「令
法
久
住
門
」
に
お
い
て
、
法
を
し
て
久

　ね
　

し
く
住
せ
し
め
る
も
の
は
戒
律
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
典
籍
に
よ

っ
て
述
べ
て
、
「依
二扶
律
禅
法
一令
二法
久
住
一」
と
結
ん
で
い
る
。
彼
は

浄
戒

を
方
便
と
す
る
こ
と
を
述
べ
て
、

　
あ
　

況
此
禅
宗
者
。
不
三
必
望
二
長
遠
之
果
の
不
三
敢
期
二後
日
之
益
』
以
二浄
戒

一爲
二
方
便
』
抜
二眼
前
之
毒
箭
4
期
二
即
生
之
妙
悟
一也
。

と
い

っ
て
い
る
。
こ
の
外
、
戒
を
初
め
と
し
先
と
す
る
と
い
う
考
え
は
、
栄
西
の
言
葉
に
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

　　

　

②
禅
苑
清
規
云
、
蓋
以
レ厳
二
浄
毘
尼
訥
方
能
弘
二
範
三
界
の
然
則
参
禅
間
道
、戒
律
為
レ先
。
既
非
二離
レ過
防
一レ
非
、何
以
成
仏
作
祖
。

と
あ
り
、

　み
　

㈲
是
故
此
宗
以
レ戒
爲
レ
初
、
以
レ禅
爲
レ
究
、
若
破
戒
者
悔
心
止
悪
則
号
二
禅
人
一也

と
も

い
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
戒
を

「先
」、
「初
」
と
す
る
こ
と
は
仏
教
の
通
説
と
し
て
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
戒
律
を

「宗
」
と
す
る
次
の
表
現
に

な
る
と
、
そ
の
意
味
が
異
な

っ
て
く
る
。

問
日
、
或
人
難
云
、
何
故
禅
宗
新
称
二
令
法
久
住

一耶
。
答
日
、
戒
律
是
令
法
久
住
之
法
也
。
今
此
禅
宗
以
二戒
律
一爲
レ宗
、
故
立
二
令

　み
　

法
久
住
義
一耳
。

こ
の

「
以
二
戒
律
一爲
レ宗
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
禅
宗
の
基
礎
と
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

栄

西
は
叡
山
に
お
い
て
日
本
天
台
の
円
頓
戒
を
受
た
天
台
僧
で
あ

っ
た
が
、
第
二
回
目
の
入
宋
に
よ
り
黄
龍
派
の
虚
董
懐
倣
に
師
事
し

て
、
禅
を
究
め
、
虚
蕎
よ
り
四
分
戒
と
菩
薩
戒
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
彼
は
大
小
両
戒
の
受
持
を
主
張
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
当
時
の
わ

が
国

の
僧
風
の
乱
れ
が

一
因
で
あ
り
、
も
う

一
点
は
宋
朝
禅
林
の
伝
統
を
移
植
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
栄
西
が
禅
林
の
清
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規
と
し
て
重
視
し
た

『禅
苑
清
規
』
に

然
則
参
禅
間
道
戒
律
為
レ先
。
既
非
二離
レ過
防
一レ
非
、
何
以
成
仏
作
祖
。
…
…
中
略
…
…
既
受
声
聞
戒
、
応
レ受
二
菩
薩
戒
』
此
入
法
之

　お
　

漸
也
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

栄
西
の
大
小
両
戒
の
把
握
の
し
か
た
は
、
道
宣
や
湛
然
の
説
に
よ
っ
て
い
る
。

道
宣
律
師
云
、
或
云
、
我
是
大
乗
之
人
、
不
レ要
レ行
二
小
乗
法
」
此
則
内
乖
二菩
薩
之
心
」
外
欠
二声
聞
之
行
の
自

レ非
二
知
レ
法
達
士
訥

敦
能
鑑
レ
之
者
哉
文
甚
深
哉
此
言
乎
。
爲
二禅
宗
要
枢
一也
。
天
台
宗
弘
決
云
、
問
云
、
今
明
二
衛
門
訥
何
須
二
小
検
一而
明
二十
種
得
戒
人
一

耶
。
答
浬
葉
中
処
処
扶
レ律
、
今
此
亦
帯
。
小
爲
二方
便
の
故
知
下
出
家
菩
薩
六
和
十
利
与
二
声
聞

一同
六
度
四
弘
異
中
於
小
行
炉
若
在
家

菩
薩
三
帰
五
戒
威
趣
二菩
提
」
況
復
梵
網
八
万
威
儀
、
七
衆
並
資
五
道
通
被
。
宣
容
二破
戒
一称
為
二仏
乗
司
故
以
二
乗
戒
四
句
一対
簡
文

　　
　

又
云
、
大
経
及
十
住
婆
沙
、
皆
指
二篇
聚
一云
、
菩
薩
摩
詞
薩
持
二
此
禁
戒
』
常

レ知
戒
無
二
大
小
」
由
二
受
者
心
期
』
是
則
中
道
遍
入

二

　　
　

空
仮
及
事
律
儀
訥
方
得
三
名
爲
二
具
足
持
戒
一文

栄
西
は
、
こ
れ
ら
の
文
に
よ
っ
て
、
大
小
両
戒
の
受
持
を
行
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
如
来
清
浄
禅
に
入
る
方
便
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

彼

は
「戒
無
二大
小
調
由
二
受
者
心
期
こ
と
し
て
、
大
小
両
戒
の
戒
相
の
差
異
を
認
め
ず
、
戒
を
受
持
す
る
人
の
心
に
よ

っ
て
差
異
を
生
ず

る
と
い
う
。

そ
こ
で
栄
西
は
四
分
、
梵
網
の
戒
に
よ
る
べ
き
理
由
に
つ
い
て
、

　む

四
分
梵
網
等
戒
、
是
正
所
宣
也
。
外
学
二声
聞
威
儀
訥
内
持
二菩
薩
慈
心
一故
也
。

と

い
い
、
こ
〉
に
い
う
菩
薩
の
慈
心
が
梵
網
菩
薩
戒
の
受
持
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

栄
西
は

『出
家
大
綱
』
に
お
い
て
、
菩
薩
戒
は
菩
薩
の
心
に
大
悲
般
若
の
心
を
お
こ
す
こ
と
を
述
べ
て
、
次
の
よ
う

に
い
う
。

菩
薩
戒
者
梵
網
三
聚
十
重
四
十
軽
戒
是
也
。
其
心
従
二
其
戒
一純
発
二
大
悲
般
若
之
情
』
於
二
衆
生

一無
二
憎
愛
差
別
』
於
二
仏
法
一離
二
偏



　お
　

円
分
別
の
応
レ行
速
行
。
応
レ学
忽
学
。
不
レ
競
二詳
是
非
4
只
進
二歩
菩
薩
意
地
4
応
レ爲
二
人
天
福
田
』
是
菩
薩
戒
也
。

そ
れ
で
は
栄
西
は
叡
山
の
別
授
の
菩
薩
戒
に
つ
い
て
ど
う
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は

『出
家
大
綱
』
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

頃
有
大
徳
自
看
二
読
戒
蔵
一云
、
山
門
別
授
菩
薩
戒
非
レ正
破
云
、遠
戴
二
七
仏
遺
流

一等
云
云
。
親
聞
二
此
言
…哀
働
無
レ
極
、
其
人
已
堕
二

魔
網
訥
千
仏
無
二
能
救
一乎
。
其
人
欲
レ
生
二般
若

一還
燥
二
般
若
種
子
訥
尤
可
レ悲
　
。
学
二般
若

一者
悪
尚
不
レ可
レ
憎
、
況
善
哉
。
凡
観
二

達
迷
中
是
非

「是
非
倶
非
。
夢
裏
有
無
有
倶
無
。
其
是
般
若
也
。
何
況
如
来
説
教
区
区
大
士
弘
経
品
品
也
。
伝
教
大
師
別
授
菩
薩
戒
有
二

何
過
失
一哉
。
我
大
師
若
不
レ建
二
立
別
授
菩
薩
戒
一者
、
此
土
末
代
無
二持
律
人
訥
因
レ何
結
二
戒
縁
一哉
。
況
彼
時
賢
人
明
匠
乏
二
其
人
一

熊

何
況
裂

菩
叢

特
有
レ皐

幕

庶
幾

両

同
担
昊
レ揮
二
彼
菟

,、.

こ
の
記
述
は
栄
西
の
円
戒
観
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
澄
の
別
授
戒
に
は
何
の
過
失
も
な
い
こ
と
を
い
い
、
末
代

の
持
律
の
人
の

た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
続
い
て
、

　　

梵
網
八
万
威
儀
中
何
不
レ摂
二
五
戒
八
戒
十
戒
二
百
五
十
戒

一哉
。
又
有
二
伝
教
大
師
元
意
[不
レ可
二
顕
示
一歎
。

と
述
べ
て
、
梵
網
戒
の
八
万
威
儀
の
う
ち
に
五
戒
乃
至
二
百
五
十
戒
を
摂
し
て
い
る
と
も
い
っ
て
る
が
、
最
澄
の
別
授
菩
薩
戒
の
創
設
の

意
図
は
全
く
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
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占
1、

 

栄
西
は
平
治
元
年

(
一
一
五
九
)
か
ら
四
年
間
、
叡
山
北
谷
竹
林
庵
の
有
弁
に
つ
い
て
台
教
を
学
び
、
ま
た
千
命
に
つ
い
て
密
法
灌
頂

を
う
け
た
。
そ
し
て
彼
は
長
寛
元
年

(
=

六
三
)
に
備
前
の
銘
金
山
遍
照
院
に
住
し
、
日
応
山
に
三
摩
耶
を
修
法
し
た
。
仁
安
二
年

(
一

一
六
七
)
に
は
帰
郷
し
て
父
母
を
省
し
、
宇
佐
八
幡
宮
に
詣
で
た
が
、
こ
の
頃
に
伯
誉
大
山
の
基
好
に
つ
い
て
台
密
の
奥
義
を
う
け
、
再

度
叡
山

に
も
ど
っ
て
、
顕
意
か
ら
も
密
灌
を
う
け
て
い
る
。

栄
西
は

「入
唐
取
経
願
文
」
に
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子
レ是
有
二
一
沙
門

}名
栄
西
。
生
二
備
州
一而
少
年
出
家
。
志
有
二
秘
密
教
司
多
年
苦
行
。
而
去
戌
子
歳
渡
海
之
後
。
願
レ請
二
宋
朝
之
蔵

　　

経
【心
尤
切
也
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
彼
の
出
家
の
目
的
は
密
教
の
学
習
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。

栄
西
の
密
教
に
関
す
る
著
作
に
つ
い
て
、
多
賀
宗
隼
氏
は
「胎
口
決
」、
「出
纒
大
綱
」
、
「誓
願
寺
縁
起
」
、
「孟
蘭
盆

一
品
経
縁
起
」
、
「法

あ
　

華
経
入
真
言
門
決
」、
「菩
提
心
別
記
」
、
「秘
宗
隠
語
集
」
、
「菩
提
心
論
口
決
」
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
多
賀
氏
は
、

た
だ
恐
ら
く
云
い
得
る
こ
と
は
、
前
半
生
に
於
て
は
密
教
が
そ
の
信
仰
の
主
座
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
る
。
然
ら
ば
後
半
生
に
於
て

は
そ
の
関
係
は
如
何
、
こ
れ
は
容
易
に
測
定
し
難
い
所
で
あ
る
。
今
の
場
合
、
そ
れ
は
併
存
し
た
こ
と
の
確
実
な
る
を
知

っ
た
だ
け

で
あ
っ
て
、
信
仰
に
お
け
る
位
置
は
こ
の
時
代
の
栄
西
の
信
仰
の
全
貌
に
照
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従

っ
て
い
ま
は
こ
れ
は
問
題

の
外
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
「興
禅
護
国
論
」
「出
家
大
綱
」
等
の
、
後
半
生
の
新
し
い
立
場
を
代
表
す
る
か
と
思

わ
れ
る
撰
述
の
思
想
と
、

一
生
を
貫
い
た
こ
の
密
教
的
立
場
と
は
、
ど
う
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
建
仁
寺

に
天
台

・
真
言

・

三
宗
を
お
い
た
、
と
う
い
う
と
き
、
栄
西
の
本
意
が
ど
こ
に
あ
た
っ
か
、
そ
れ
を
明
瞭
に
断
ず
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

が

「護
国
論
」
に
於
て
そ
の
大
綱
を
握

っ
て
云
え
ば
や
は
り
禅
が
中
心
で
あ
り
、
戒
と
天
台
宗

(円
教
)
と
は
そ
の
中
に
摂
し
て
考

え
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
い
う
意
味
に
於
て
、
後
半
生
の
信
仰
の

一
の
中
心
が
禅
で
あ

っ
た
こ
と
は
大
体

に
於
て
い
い
得
る

と
す
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
信
仰
の
二
つ
の
大
道
、
禅
と
密
教
と
の
関
係
如
何
は
、
栄
西
の
思
想
に
と
っ
て
最
後
の
最
も
大
き
な
問
題

　
　
　

と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
禅
と
密
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
栄
西
の
綜
合
的
仏
教
の
中
興
の
運
動
の
拠
点
は
斎

戒

に
お
か
れ
る
。

ハ

ヲ

ト

(68
)

ニ

ハ

ノ

ナ
ル
コ
ト
ヲ

リ

ノ

ヲ

ベ

ヲ

栄
西
は

『出
家
大
綱
』
に

「仏
法

者
斎
戒

為
二命
根

一」
と

い
い
、
さ
ら
に

「当
レ知
仏
法

者
仏

妙
義
也
。
知
二其

義

一弁
二
其
理
一

ズ
ル
ノ

ヲ

ヲ

ニ

ト

(69
)

ト
ハ

ル

ニ

セ

ト
ハ

(70
)

行

二
其
儀
一之
人

方

云
二
仏
法
者

一也
」
と
述
べ
て
い
る
。
『斎
戒
勧
進
文
』
に

「夫
斎

者
不
二非
時

食
一也
、
戒

者
菩
薩
戒
也
」
と
い
っ
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て

、

　

　

ぎ
ぶ

　

こ
　れ
　

「仏

言

不

レ
念
二
斎
戒
一非
二
我
弟
子
一」
と
述
べ
て
斎
戒
を
主
張
し
て
い
る
。

栄
西
は
元
久
元
年

(
一
二
〇
四
)
に

『日
本
仏
法
中
興
願
文
』
を
著
し
た
。
こ
の

『願
文
』
の
意
図
は
日
本
仏
法
の
中
興
で
あ
っ
て
、

持
戒
を
修
め
る
こ
と
が
仏
法
を
再
興
す
る
こ
と
に
な
り
、
王
法
を
永
固
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
て
い
る
。

(仏
・原
文
)

近
世
以
来
、
比
丘
不
レ
順
二仏
法
訥
唯
口
能
語
之
、
学
者
不
レ習
二
律
儀

訥
只
形
状
似
レ
之
。
高
野
大
師
云
、
能
諦
能
言
、
鵬
鵡
尚
能
言

而
不
レ行
、
何
異
二
狸
狸
一云
云
。
可
レ恥
二
此
言
一乎
。
縦
二
其
行
一勿
レ令
二軽
弄
一
然
而
近
代
人
翻
レ
此
咲
二持
戒
訥
蔑
二
梵
行

一爲
レ
之
如

　
　
　
　

何

。

小

比

丘
栄

西

、
爲

レ
救

此

陵
替

一亡

二
身

命

二
遊

両

朝

一、
学

二
如

来

戒

蔵

一持

二
菩

薩

戒

律

一、

先
勧

二
門

徒

一
漸

及

二
疎

人

訥
望

二
請
慈

　れ
　

恩

一往
二
自
利
利
他
賢
慮
訥
誘
二進
沙
門
一勧
二
励
比
丘
、
令
下
修
二
梵
行
一持
中
戒
律
上者
、
仏
法
再
興
、
王
法
永
固
乎
。

栄
西
は

『願
文
』
に
仏
法
と
王
法
を
修
復
す
る
こ
と
を
最
も
望
む
と
し
て
、
彼
の
大
願
は
た
だ
こ
の
仏
法
と
王
法
の
中
興
に
あ

っ
た
。

彼
は
仏
法
と
王
法
の
関
係
に
つ
い
て

　お
　

其
仏
法
者
是
先
仏
後
仏
之
行
儀
也
。
王
法
者
是
先
帝
後
帝
之
律
令
也
。
謂
王
法
者
仏
法
之
主
也
。
仏
法
者
王
法
之
宝
也
。

と
述

べ
て
い
る
。
『興
禅
護
国
論
』
の
興
禅
が
護
国
に
外
な
ら
な
い
と
す
る
思
想
を
受
け
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『願
文
』
で
は
興
禅
を
い

わ
ず

に
日
本
仏
法
の
中
興
を
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
栄
西
の
思
想
の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

古
田
紹
欽
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
み
え
る
。

『興
禅
護
国
論
』
を
撰
し
て
、
禅
の

一
宗
の
独
立
を
標
榜
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
独
立
が
旧
仏
教
の
統
制
下
に
あ

っ
て
は
如
何
に
困

難
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
痛
感
し
た
栄
西
は
、
禅
を
も
っ
て
仏
法
の
総
府
で
あ
る
と
し
た
思
想
を

一
転
し
て
総
府
と
し
て
の
仏
法
こ

そ
宗
派
に
超
越
し
て
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
し
か
も
そ
れ
は
、
日
本
仏
法
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
的
と
で
も
い
う

べ

　
　
　

き
、

そ

の
綜

合
仏

教

を

唱

え

た

。

　
　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　ゐ
　

栄
西
は

『願
文
』
に

「伏

乞

普
賢
願
王
、
守
二
護

三
宗
法
刹

一、
乃
至
普
二
済

群
生

一」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
三
宗

の
法
刹
は
真
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言
。
止
観
。
禅
の
三
宗
を
併
置
し
た
建
仁
寺
で
あ
ろ
う
。

根
拠
と
し
て
斎
戒
を
力
説
し
た
。
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